
［主催］国立民族学博物館、総合地球環境学研究所　［協力］特定非営利活動法人 えひめグローバルネットワーク
［開館時間］10：00～17：00（入館は16：30まで）
［休館日］水曜日　［無料観覧日］9月14日（土）、9月16日（月·祝）、11月3日（日·祝）
［観覧料］一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円）
・（　）は、20名以上の団体料金、大学等＊の授業でご利用の方、授業レポート等の作成を目的とする高校生、3ヶ月以内のリピーター、
　満65歳以上の方の割引料金（要証明書等）　※大学等は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程
・障がい者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに、無料で観覧できます。
・毎週土曜日は、小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園（有料区域）を通行される場合は、同園の入園料が別途必要です。

武器をアートに
T r a n s f o r m i n g  A r m s  i n t o  A r tA r m s i n t o
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: P e a c e - b u i l d i n g  i n  M o z a m b i q u e

2013. 7. 11.木-11.5.火
国立民族学博物館 企画展示場B

─ モザンビークにおける平和構築─ モザンビークにおける平和構築

〈ギター奏者〉
ケスター作　2012年

〈椅子〉
ケスター作　2012年

〈パンを焼く人〉
フィエル・ドス・サントス作　2002年
えひめグローバルネットワーク所蔵

人間文化研究機構連携展示

企画展



─ モザ─ モザ ビークにおける平和構築ビークにおける平和構築

◉お問い合わせ
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
＊自然文化園（有料区域）を通行される場合は、自然文化園各ゲート脇の券売機
　で当館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で
　通行できます。
「公園東口駅」下車徒歩約15分
＊「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
［近鉄バス］（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分、
　　　　　JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　   阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
　　　　   「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの「日本庭園前駐車場」
から約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある「国立民族
　学博物館専用通行口」をお通りください。

◉お問い合わせ
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代）
http://www.minpaku.ac.jp/
公式 Facebook　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約15分

アフリカのモザンビークでは、1975年の

独立後1992年まで続いた内戦の結果、戦

争終結後も大量の武器が民間に残されました。現在、この武器

を農具と交換することで回収し、武装解除を進めるとともに、回

収された銃器を用いてアートの作品を生み出し、平和を訴えよう

という、TAE「銃を鍬に」というプロジェクトが進められ、内戦後

の平和構築のモデルとして注目を集めています。このプロジェク

トにより、日本に住む人びとへのメッセージを込めて制作された

作品「いのちの輪だち」が、さきごろ民博におさめられました。

この企画展では、民博が収集した作品と、「銃を鍬に」

のプロジェクトを支援してきた日本国内のNPO法人

「えひめグローバルネットワーク」が所蔵する作品を

あわせて展示し、アートを通じて平和を築く営みを

紹介します。
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この企画展では、民博が収集した作品と、「銃を鍬に」
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武器をアートに
T r a n s f o r m i n g  AA r m s  i n t o  A r t

武
: P e a c e - b u i l d i n g  i n  M o z a m b i q u e

国際ワークショップ … 7.13.土／13：30～16：30　本館第4セミナー室

ウィークエンド・サロン ─ 研究者と話そう … 7. 28.日／14：30～15：30　本館展示場
　　　　　　　　講 師　𠮷田 憲司（国立民族学博物館教授）

武器をアートに ─ モザンビークにおける平和構築の営みを考える

みんぱくゼミナール … 10.19.土／13：30～15：00（開場13：00） 本館講堂
　　　　　　　　　　　　　　　　　講 師　𠮷田 憲司
心の武装解除 ─ モザンビーク「武器をアートに」プロジェクトを考える

要観覧料　申込不要

参加無料　申込不要　定員450名

参加無料　要事前申込  ※申込方法の詳細はホームページをご確認ください。

武器をアートに

〈いのちの輪だち〉
フィエル・ドス・サントス、
ケスター作　2012年


